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令和 7年度予算及び事業計画 
Ⅰ 令和 7年度当初予算                                       （単位：千円） 

  令和 7年度 令和 6年度 増減 

  
管理 

運営費 

内資料 

整備費 

管理 

運営費 

内資料 

整備費 

管理 

運営費 

内資料 

整備費 

1 中央図書館 維持管理費 812,050 59,103 744,181 63,446 67,869 ▲4,343 

2 地区図書館 維持管理費 135,814 28,152 104,256 30,982 31,558 ▲2,830 

3 図書館システム関係費 186,345 ― 187,274 ― ▲929 ― 

小  計 1,134,209 87,255 1,035,711 94,428 98,498 ▲7,173 

4  

千城台公民館・若葉図書

館再整備 

（生涯学習振興課予算） 

84,700 ― 49,000 ― 35,700 ― 

5 

花見川図書館花見川団

地分館 空調改修工事 

（都市局建築部予算） 

0 ― 130,000 ― ▲130,000 ― 

６ 

稲毛図書館 昇降機改修

実施設計業務委託 

（都市局建築部予算） 

3,000 ― 3,000 ― 0 ― 

合  計 1,221,909 87,255 1,217,711 94,428 4,198 ▲7,173 

※ 会計年度任用職員移行に伴い、中央図書館維持管理費に地区図書館人件費を含む 

※ 中央図書館資料整備費に電子書籍整備費とレファレンス機能の充実（オンラインデータベース）費を含む 

 

■ 主要事業について 

（１） 市民インタビューによる記憶の保存                      2,633 [千円] 

（２） 地域情報のデジタル化                              1,736 [千円] 

（３） レファレンス機能の充実                              3,465 [千円] 

（４） 電子書籍サービスの提供（学校向けコンテンツの充実）         10,257 [千円] 

（５） 社会教育施設保全計画の策定（公民館・図書館） 

（６） 千葉市子ども読書活動推進計画（第５次）の策定 

（７） 千城台公民館・若葉図書館再整備（生涯学習振興課予算）      84,700 [千円]  

（８） 稲毛図書館 昇降機改修実施設計業務委託（都市局建築部予算）   3,000 [千円] 
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図書館サービスの基本的な取組事項 

● 資料費を有効に活用し、図書館全体としての計画的な収集、適正な管理、迅速な提供及び基 

本的な資料提供サービスの充実に努めます。 

 
令和 7年度事業計画 
 

１ 未来へつなぐ「知」の収集・保存、利活用の促進 

 

（１） 「千葉市民の知」の計画的な集積と発信 

○ 千葉市図書館地域情報デジタルアーカイブ化計画(第１次)に基づき、デジタル資料の提供やイ

ンタビュー手法を用いて、隠れたエピソードや失われつつある記憶といった「千葉市民の知」の発

掘・記録・発信するとともに、これらの情報をレファレンスサービスとリンクした活用を推進し、地域

情報サービスの充実を図ります。                              （予算：2,625[千円]） 

【主要事業（１）】 

（２） 本市の歴史的文書の整理・保存など 

○ 本市の歴史的な資料の整理・保存、セミナーや座談会での使用、企画展示その他の効果的な 

活用について、検討し、実施します。 

 

（３） 「知」の提供プラットフォーム（基盤）の構築（「知」の見える化） 

○ 地域情報をアーカイブ化し、インターネット上で公開します。         （予算：1,736[千円]） 

                                                  【主要事業（２）】 

（４） デジタル・アーキビスト等の専門人材の養成 

○ デジタルの知識や技能を有するデジタル・アーキビスト等の専門人材の養成について、必要な資

格取得の支援などを行い、人材の養成を進めます。 

 

（５） 「知」の発掘などに関する市民協働体制の構築  

〇 地域で活動している郷土史研究家や教員 OBなどに依頼してモデル的に地域に関する情報収

集を実施し、その結果を検証した上で、収集方針やボランティアの活動を支援する仕組みなどの

検討を行い、継続的に機能する体制を構築します。                  （予算：8[千円]） 

                                                   【主要事業（１）】 

（６） 学習成果などの「市民の知」の発表などに対する支援 

○ 地域の歴史などについて、自主的・主体的に研究などを行っている団体への支援内容に関する 

調査について検討します。 

 

 

 

 

 

○千葉市図書館ビジョン 2040の項目 

●千葉市サービスプラン 2010からの引継ぎ項目 
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２ 「知」をつなげるプラットフォーム（基盤）などの構築（多様な主体による知の創出・活用）  
 

（１） SNS（Social Networking Service）を活用したイベントの配信 

○ 千葉市図書館 Facebookや X（旧 Twitter）により、企画展示、講演会、おはなし会など学びのき 

っかけとなるイベント情報を配信します。 

 

（２） 学びや調査研究を支援する知的な交流の場の提供 

○ 市民が集まって学べるスペースや市民間で議論ができるミーティングルームなどの整備につい

て、施設の改修等にあわせて、検討します。 

 

（３） 市民と知識、知識と知識をつなぐ活動の推進 

● 市民の課題解決を支援するため、レファレンスサービスの充実を図ります。 

● 出会いのある図書館利用の促進や、地域の交流の場とするため、講座や企画展示などによる

情報発信をします。 

 

（４） 生涯学習センター・公民館等との連携・協力の強化 

● 市内の生涯学習施設、教育機関、公的機関、類縁機関等と連携し、資料の収集や提供を行う

とともに、各種事業の実施に際して相互に事業協力を行います。 

● 公民館図書室のサービス向上のため、選書、レファレンス、研修等の支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○千葉市図書館ビジョン 2040の項目 

●千葉市サービスプラン 2010からの引継ぎ項目 
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３ 未来を担うこどもたちの読書環境の充実 

 

（１） 計画的なこどもの読書活動の推進 

● 本市における子どもの読書活動を一層推進するため、国・県の動向を踏まえ、第４次計画期間 

中における成果と課題、子どもを取り巻く読書環境の変化等を把握し、今後の施策の基本的方針 

と具体的方策を定める「千葉市子ども読書活動推進計画（第５次）」を策定します。 

【主要事業（６）】 

● 読書習慣を形成する上で、大きな役割を担う家庭での読書活動をすすめるための「ファミリーブ 

ックタイム」運動を推進します。また、地域で読書活動を進める地域・家庭文庫などを支援しま 

す。 

 

（２） こどもたちが利用しやすい読書環境の整備・充実 

● こどもの本を知り、本を手渡す技術を修得するため、必要な研修を実施するとともに、講師として

講座事業が実施できるよう、人材の育成を図ります。 

 

（３） こどもの本の充実 

● すべてのこども（乳幼児から青少年）の読書活動を支える資料の充実を図り、読書環境の整備

に努めます。 

 

（４） こどもや保護者を対象とした取組みの充実 

● 本の楽しさを知り、話し手と聞き手のコミュニケーションを図れるおはなし会やわらべうたの会を、 

定期的に実施するほか、家族や親子で楽しめる会も開催し、家庭での読書活動につなげます。 

● こどもたちが、図書館を十分活用し、必要な情報を収集できるよう、図書館の見学会や資料の検 

索講座などを行うほか、保護者などに対し、こどもの読書の意義及び目的を啓発します。また、 

司書課程の学生の受け入れ、インターンシップ実習、ボランティア体験の受け入れを行います。 

● こどもが読書に親しむきっかけを作るとともに、家庭での読書の習慣付けを図るため、小学校１年

生から６年生を対象に読書手帳や、新就学児を対象に図書館利用申込書を配布します。 

 

（５） 移動図書館車の活用 

○ 移動図書館車が学校等に訪問することで、こどもたちが学校等にいながら本市図書館の図書資 

料に触れる機会の提供について検討します。 

  

○千葉市図書館ビジョン 2040の項目 

●千葉市サービスプラン 2010からの引継ぎ項目 
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（６） 学校・学校図書館との連携・協力の推進 

● 学校と連携し、児童・生徒の図書館見学や職場体験を積極的に受け入れるとともに、学校への 

団体貸出や、図書館から職員等が学校に出向いておはなし会等を行います。 

また、学校図書館運営委員会において、選書や運営に関する情報交換を行う等、学校図書館

と図書館や公民館図書室が連携してこどもの読書活動の推進を図ります。 

〇 図書館資料を市内小・中・特別支援学校で活用するための支援として、「学校レファレンス用カ 

ード」の利活用の推進を図ります。                                                       

 

（７） 「千葉市民の知」の学校教育での活用 

○ 収集した「千葉市民の知」を授業で活用する際の支援について検討します。 

 

（８） その他の取組み 

● 地域おはなしボランティアの育成を図り、協働して、学校、地域、施設などでの活動を進めます。 

● 子育て支援施設、生涯学習施設その他で行われるこどもの読書活動推進にかかわる事業につ 

いて、連携・協力します。 

 

 

 

  

○千葉市図書館ビジョン 2040の項目 

●千葉市サービスプラン 2010からの引継ぎ項目 



 

6 

 

４ 誰もが利用しやすいサービス環境の実現 

 

（１） 利便性の高い場所へのサービスポイントの設置 

○ 利用者の利便性を高めるため、駅前の商業施設などに予約本の受取返却ができるサービスポ 

イントの設置について、施設の再整備にあわせて検討します。 

● 図書館施設が近くにない地域などに対し、移動図書館車による図書館サービスを提供します。 

 

（２） 開館日・開館時間の最適化 

● 利用者の利便性を高めるため、地域の実情に即した開館日・開館時間の最適化について、費

用対効果を踏まえながら検討します。 

 

（３） インクルーシブ（包括的）な利用環境の整備 

● 「図書館利用に何らかの障害がある人すべて」に対して、資料を利用する上での障害を、対応

機器の整備や人的配慮などにより取り除き、情報提供に努めます。 

● 日本語以外の言語を母語とする市民のニーズを把握し、中央図書館を中心に、外国語資料の 

収集・提供や地域の中で生活する上で必要な情報の提供に努めます。 

 

（４） 自動貸出機などによる貸出サービスのセルフ化 

● 利用者の利便性を高めるため、ICT を活用したサービスを提供します。（IC タグ、自動貸出・返 

却機等の導入等） 

 

（５） 情報環境の整備 

● 市民や企業等からの高度な情報ニーズに対応するため、法律や経済等のオンラインデータベー 

スを提供し、レファレンスの機能の充実を図ります。                 (予算：3,465[千円]) 

                                                   【主要事業（３）】 

 

（６） 電子書籍サービスの充実 

● デジタル社会に対応した学校の読書活動などを支援するため、電子書籍サービスの学校

向けコンテンツの充実を図ります。                          (予算：10,257[千円]) 

                                                    【主要事業（４）】 

（８） その他の取組み 

● 利用者にとって、見やすく、使いやすい図書館環境を整えるとともに、さまざまな危機事案に適切 

に対応できる体制を整えます。 

● 市民の図書館利用を促進するため、多様な媒体で、積極的な広報活動を行います。 

● よりよい図書館運営を図るため、多くの市民のご意見を伺う機会を設けます。 

 

 
○千葉市図書館ビジョン 2040の項目 

●千葉市サービスプラン 2010からの引継ぎ項目 
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５ 新たな「知の拠点」づくりに向けた運営基盤の再構築 

 

（１） 図書館職員の知識経験を活かす効果的な配置と人材の育成 

● 図書館サービスをはじめ、行政分野や地域の課題にも精通し、高度で的確なサービスを提供で

きる専門職員の確保と育成に努めます。 

 

（２） 中央図書館の機能強化及び地区図書館・地区図書館分館の再編 

○ 司書等の専門分野を特定するとともに、その分野における能力開発を進め、市民等からの高度 

な情報ニーズに的確・迅速に対応できる人材、知的交流をファシリテートできる人材の養成につい 

て検討します。 

○ 地区図書館・地区図書館分館の再編について施設の再整備にあわせて検討します。 

 

（３） 図書館施設の老朽化への対応 

○ 老朽化の進む社会教育施設を適切に維持するため、「千葉市公共施設等総合管理計画」を 

 上位計画とする個別施設計画として具体的な対応方針等を示す社会教育施設保全計画につい 

て、計画（案）のパブリックコメント手続を実施し、市民等から意見を伺った上で、計画を策定 

します。 

【主要事業（５）】 

〇 令和５年度に策定した「千城台公民館・若葉図書館複合施設再整備基本計画」に基づき、 

令和６年度に引き続き、設計業務を実施し、施設整備を進めていきます。 

             （予算（生涯学習振興課）：84,700[千円]）  

【主要事業（７）】 

 

（４） 運営資金を確保する新たな手法の検討 

● 運営資金の確保に努めるため、予算対応を行うとともに、寄付金受入や募金箱の設置及び雑 

誌カバーを活用した新たな広告事業等による広告料、地元企業などからの支援やクラウドファンデ 

ィングなど、新たな手法について検討します。 

（５） 関係機関との連携 

● 市民の持つ様々な技術、知識、経験をボランティアとして、図書館サービスに資することで、豊

かな体験ができる活動の場を増やします。 

● 図書館相互間、地域の生涯学習施設、公的機関、各種団体などとの協力を推進します。 

 

（６） その他の取組み 

● 図書館運営に多様な市民の意見を反映させるため、図書館協議会に、公募による委員を登用 

します。 
○千葉市図書館ビジョン 2040の項目 

●千葉市サービスプラン 2010からの引継ぎ項目 


